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はじめに

　自動車は安全性・利便性・快適性の向上に
向けて、車載部品の電子化が急速に進められ
ています。最近ではエンジンとモータを併用
するハイブリッド車が大幅に増加するととも
に、電気自動車も市場に投入され、ますます
車載電子部品の信頼性を確保することが重要
となっています。
　当社では、様々な車載電子部品の評価に対
応すべく、数々の信頼性評価試験に取り組ん
できました（表１）。
　本誌では、その一例として車載配線材料の
信頼性評価および車載絶縁材料の高温特性評
価の事例をご紹介致します。

車載配線材料の信頼性評価例
　（大電流印加での温度サイクル試験）

ハイブリッド車や電気自動車の電源供給ラ
インには、大電流(100A以上)が印加される
ため、通常の温度サイクル試験などの環境試
験だけでなく、大電流を通電しながらの環境
試験が要求されます。
　例えば、バスバーなどの配線材料を評価試

験する場合、配線材料と接続部の接触抵抗が
大きくなると、接続部位で熱が発生し、樹脂
被膜が劣化するため、適正な通電試験結果が
得られません。
　当社では、この様な問題に対して、発熱を
抑制する回路部材（接続治具、回路ケーブル
など）を選択した上で、正確な温度サイクル
試験が実施されているかをモニタリングしな
がら、異常発熱による熱劣化が生じていない
かを常時監視する回路を構成し、試験を行っ
ています（図1）。
　さらに、一般的な通電負荷試験は、連続的
に電流を負荷しますが、当社では、配線材料
の表面温度が槽内温度に到達した時点で、配
線材料に電流を負荷することにより、より精
密な温度制御を行っています（図2）。

車載絶縁材料の高温特性評価例

モータなどの発熱するユニット周辺で使用
される絶縁材料は、より高温での絶縁性の
確保が必要です。このため絶縁材料として、
長期耐熱性を有する PPS(Polyphenylene 
Sulfide)樹脂などが用いられます。
　一般に、絶縁耐圧を測定する場合、大気雰

囲気下では、試料表面での放電（沿面放電）や、
耐電圧測定器における接触端子から大気中へ
の放電が生じるため、絶縁体である油中で実
施しますが、通常の使用環境である大気雰囲
気下での測定が要求されています。
　当社では、このような放電対策として、試料
や接触端子の形状を最適化し、大気雰囲気下
での絶縁耐圧の測定を実現しました。図3に
PPS樹脂の絶縁耐圧特性の例を示します。試
料Eでは、高温側の絶縁耐圧が著しく低下する
など、他の試料との明確な差を測定できます。

おわりに

　車載電子部品及びその材料は、過酷な環境
に耐え、安全性を確保することが強く求めら
れています。当社では、お客様の多様なニー
ズに対し、これまで培った要素技術やノウハ
ウを基に、最適な信頼性評価試験をご提案し
ます。是非、お気軽にご相談下さい。

お問い合わせ先
　尼崎事業所　解析技術部　物理解析室

　塩屋　侯治
　TEL　06-6489-5941
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車載電子部品の信頼性評価試験のご紹介
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図1　配線材料の性能評価試験模式図

図3　PPS樹脂の絶縁耐圧特性
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・	通電条件
試料表面が高温設定温度
に到達した時点で通電on

図2　温度サイクル試験の温度プロファイル例
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・	試験条件
低温設定：-40℃（15分）
高温設定：90℃（45分）

表１　当社における車載電子部品の信頼性評価技術
項　目 内　容 当社の特徴

環境試験
・高温／低温，温湿度，温度急変
・腐食性，耐候性，耐塩性
・振動，衝撃，静電気

・JASO D014（自動車部品―電気・電子機器の環
境条件及び機能確認試験）に準じた試験に対応可。

・特殊形状部品（LEDフロントランプなど）の環境試
験に対応可。

・大型車載モジュールの温湿度環境試験に対応可。
＊試 験 槽 仕 様：内 容 積（2500W×3750D×

2500H）、温度範囲（-50 ～＋80℃）、湿度範
囲（20 ～ 95% RH）

・バスバーなどの電源供給ラインの大電流印加試験に
対応可。

・大気雰囲気下での高温絶縁耐圧試験に対応可。
・モータの動作試験で発生するノイズを抑制し、安定

した電気波形の計測に対応可。

加速・寿命試験 ・イオンマイグレーション，HAST
・通電，負荷，抵抗モニタリング

電磁気特性評価 ・絶縁体，誘電体，半導体，磁気特性

機械・熱物性評価 ・機械物性（高低温強度，弾性率）
・熱物性（熱膨張率，熱伝導率，比熱） 

不具合・故障解析 ・実装基板の接合部強度解析
・センサ，モジュールの故障解析

開発支援 ・電子部品の特性評価，選定支援
・実装基板，モジュールの設計，試作

●お問合せはこちら


